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５ 研究の目的 

ハイパースペクトルイメージング等の分光技術を活用して、様々な種類の鑑識資料の

可視化及び識別を行う。 
 
６ 成果 

(1) 当初予定していた成果 
ア 各種鑑識資料の測定及び分析 

中赤外ハイパースペクトルイメージャ(以下、HSI)、近赤外HSI、ラマンHSI、超小

型可視HSIを開発及び整備し、各種鑑識資料の可視化及び識別を行った。 
・合成樹脂及び繊維について、近赤外HSI及び中赤外HSIを用いて測定を行い、それぞ

れ文献値及び据置型の既存装置による測定値と比較を行った結果、吸収ピーク波長が

ほぼ一致することを確認した。 
・ガラス類、油類の測定では、主成分分析や階層クラスタリングを行うことで、識別や

分類が可能であることが分かった。さらに、3点の相関分析を行いカラー表示させる

ことで、視認性良く相違を表示させることができた。 
・混合試料として合成樹脂粉末3種類を混ぜ合わせたものを測定した結果、複数の手法

で分離が可能であることが分かり、その中でも独立成分分析が最も有効であることが

分かった。 
・大きさが一眼レフカメラ程度の超小型可視HSIを導入し、指紋等の可視化を行った。

実験の結果、小型LEDライトを光源として、重畳指紋も分離することができ、従来の



大型のHSIと同等の結果を小型・安価で実現することが可能となり、現場利用の実現

に近づいた。 
イ 計測及び解析ソフトウェアの開発 
・以下の機能を搭載したソフトウェアをオープンソース開発言語Pythonにて作成した。 
全HSI（可視HSI, 近赤外HSI, 中赤外HSI, ラマンHSI）データの読取、画像表示、

任意箇所のスペクトルプロット、バックグラウンド除去、ベースライン補正 
・各種統計処理（PCA, ICA, MCR-ALS, PLSなど12種類）を組み込んだ。 
・ライブラリの取り込みにも対応させることで、膨大な数のライブラリを参照すること

も可能とした。 
・既知のデータを参照し、その物質が検知された際に画像中にスーパーインポーズする

機構を組み込んだ。これにより、現場にて検知したい物質の付着箇所を可視化するこ

とが可能となった。 
ウ 実証試験 

５つの警察機関の協力のもとに実証試験を行った。鑑識模擬資料として、壁上の指

紋、着衣に付着した血痕及び射撃残渣、床上の灯油を用い、いずれも可視化できた。

さらに、灯油と他の油類を同時に撮影し、相関分析を行うことで灯油のみを選択して

検出することができた。血痕に関しても独立成分分析を行うことで、見た目が血痕に

似た色の痕跡と識別することができた。参加者から、本システムの現場利用について

高い評価を得た。 
 

(2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 
他研究室及び他機関から提供された細菌類、土砂、GSRを測定し可視化することが

できた。細菌については枯草菌を用い芽胞型と杆菌型の違いが識別できた。土砂につ

いては一粒一粒のスペクトルを得ることができ成分比を算出できる可能性を示した。

GSRについては、射入口付近の有機GSRを可視化することができ、その分布から射距

離を推定できる可能性を示した。 
 

(3) 当初想定していたが得られなかった成果 
現時点では、それぞれの装置を単独で使用しており、相補的に分光情報を利用する

ことまでは至っていないが、今後ターゲットを絞り込んで実験することで実現できる

と考えている。また、コロナ禍の影響で部品の一部が供給されなくなったことにより、

装置納入に遅延があった。 
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